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講演録 

ロシア「地 域 開 発 」と「宇 宙 開 発 」の交 点  
 

 

国際地域開発センター代表 

Ｉ．メラメド 

はじめに 

 当会では10月22日、ANAクラウンプラザ広島において、Ｉ．メラメド氏を講師として、

「ロシア・ビジネスセミナー（広島）―金融経済危機の中のロシア経済：地域経済の視点

から」と題する講演会を開催した。今回の速報では、その講演要旨を紹介する。 

 メラメド、イーゴリ・イリイチ（MELAMED, Igor Ilych）氏は、国家投資銀行、商業銀行

の投資部長などを務めたのち、1995年から民間会社である国際地域開発センターの代表を

務めている。同センターは主としてロシア政府の様々な国家プログラムの策定を行ってい

る会社であり、政府プログラムである「2013年までの極東ザバイカル長期経済社会発展」

目的プログラムの修正および「2025年までの極東および沿バイカル戦略」のコーディネー

タとして中心的役割を果たしている。 

 本講演は、「金融経済危機の中のロシア経済：地域経済の視点から」と銘打ってはいたも

のの、講師側の強い希望もあり、ロシアの金融経済危機の話題よりも地域経済、とくにロ

シア極東および大規模開発、そのなかでも宇宙発射基地計画が主となった。ここでは、セ

ミナーの趣旨を考慮し、日本滞在中のその他の機会でのメラメド氏の発言を追加した。な
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